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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月28日(2015.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ニッケル（ＩＩ）含有組成物からニッケル金属（Ｎｉ（０））を製造するための方法で
あって、
　ニッケル（ＩＩ）含有組成物及びガスを流動床反応器に供給するステップであり、前記
ガスが、前記組成物からの固体を流し、しっかりと支えており、
　前記ガスが、水蒸気を含むステップと、
　前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物中のニッケルを還元して、それによって前記ニッケル
（ＩＩ）含有組成物からニッケル金属（Ｎｉ（０））を生成させるステップと
を含み、
　前記組成物が、塩基性炭酸ニッケル、炭酸ニッケル、重炭酸ニッケル、シュウ酸ニッケ
ル、ギ酸ニッケル、スクアリン酸ニッケル、酸化ニッケル及び水酸化ニッケルからなる群
から選択されるニッケル（ＩＩ）含有物質を含む
上記方法。
【請求項２】
　前記ニッケルを還元する前に前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物を焼成するステップをさ
らに含む、ニッケル（ＩＩ）含有組成物からニッケル金属（Ｎｉ（０））を製造する請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物を焼成条件下で焼成するステップをさらに含む、ニッ
ケル（ＩＩ）含有組成物からニッケル金属（Ｎｉ（０））を製造する請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記流動床反応器に酸素を含むガスを供給することを含む方法によって前記ニッケル（
ＩＩ）含有組成物を焼成するステップをさらに含む、ニッケル（ＩＩ）含有組成物からニ
ッケル金属（Ｎｉ（０））を製造する請求項１から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物内に酸化ニッケルを生ずるための十分な時間及び温度
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で流動床を操作することを含む方法によって前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物を焼成する

ステップをさらに含む、請求項１から４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物を、１未満の炭素：ニッケルの原子比率を有する焼成
された生成物を生ずる焼成条件を用いて焼成するステップをさらに含む、請求項１から５
のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物を、２５０℃から６００℃の温度で焼成するステップ
をさらに含む、請求項１から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物を、１０分から６時間の間焼成するステップをさらに
含む、請求項１から７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　ニッケルを還元するステップが、還元剤を前記ガス中に導入することを含む、請求項１
から８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　ニッケルを還元するステップが、水素を含む還元剤を前記ガス中に導入することを含む
、請求項１から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　ニッケルを還元するステップが、前記ニッケル（ＩＩ）含有組成物中のニッケル（ＩＩ
）をニッケル（０）金属に還元するための十分な時間及び温度で前記流動床反応器を操作
することを含む、請求項１から１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　ニッケルを還元するステップが、前記流動床反応器を２５０℃から３５０℃までである
ニッケル（ＩＩ）を還元するための十分な温度で操作することを含む、請求項１から１１
のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　ニッケルを還元するステップが、前記流動床反応器を１０分から４時間にわたって操作
することを含む、請求項１から１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記ガスが、原位置で発生される水蒸気を含む、請求項１から１３のいずれかに記載の
方法。
【請求項１５】
　前記ガスが、前記反応器中に外部源から仕込まれた追加の水蒸気を含む、請求項１から
１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記ガスが、自由に流れるニッケル金属（Ｎｉ（０））を生成する十分な水蒸気を含む
、請求項１から１５のいずれかに記載の方法。
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